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目　　次

本
年
度
事
業
の
報
告
・
協
議

全
日
電
工
連
、
五
十
畑
氏
が
講
演

　
８
月
７
日
㈮
盛
岡
市

駅
前
ホ
テ
ル
ル
イ
ズ
に

お
い
て
、
役
員
・
支
部

長
・
事
務
職
員
合
同
会

議
に
合
わ
せ
て
政
治
連

盟
の
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
政
治
連

盟
か
ら
「
役
員
の
改
選

に
つ
い
て
」
が
議
題
と

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

従
来
と
同
じ
取
扱
い
と

す
る
こ
と
と
し
、
会
長

に
は
組
合
理
事
長
を
、

副
会
長
に
は
組
合
副
理

事
長
を
、
幹
事
長
に
は

専
務
理
事
を
、
会
計
監

査
に
は
組
合
の
監
事
を

選
出
、
三
役
以
外
の
役

員
は
、
幹
事
に
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
た
。
三
役

は
▽
会
長　
平
野
喜
嗣

▽
副
会
長　

北
田
文

人
、
松
田
博
明
、
照
井

寛
幸
▽
幹
事
長　
佐
々

木
徹
が
選
出
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
組
合
議
事

に
入
り
、

⑴　
電
気
工
事
技
能
競

技
全
国
大
会
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
平
野
理
事

長
が
東
北
七
県
、
全
日

電
工
連
の
対
応
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
し
、
本

県
の
対
応
に
つ
い
て
今

後
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

⑵　
第
一
種
電
気
工
事

士
資
格
取
得
講
習
受
講

者
支
援
制
度
に
つ
い

て
、
資
格
取
得
希
望
者

に
対
し
、
受
講
料
の
一

部
支
援
と
し
て
、
一
人

五
千
円
を
一
回
に
限
り

補
助
す
る
制
度
の
創
設

と
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

⑶　
県
内
工
業
系
高
校

等
に
対
す
る
電
気
工
事

支
援
事
業
に
つ
い
て
、

今
後
も
支
部
を
中
心
に

地
域
の
状
況
を
踏
ま
え

た
支
援
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

⑷　
平
成
27
・
28
年
度

組
合
業
務
執
行
体
制
に

つ
い
て
、
報
告
が
な
さ

れ
た
。（
下
記
表
参
照
）

⑸　
新
た
な
「
組
立
保

険
制
度
」
に
つ
い
て
、

東
芝
保
険
サ
ー
ビ
ス
よ

り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は
全
日
電

工
連
常
任
理
事
兼
事
務

局
長
五
十
畑
正
美
氏
か

ら
、
全
日
電
工
連
及
び

全
日
電
工
連
政
治
連
盟

の
活
動
状
況
及
び
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。

　
現
状
報
告
と
し
て

①
第
二
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
は
、

平
成
28
年
11
月
24
日
か

ら
26
日
の
間
で
１
日
半

の
競
技
期
間
と
し
、
両

国
国
技
館
で
開
催
。
来

年
６
月
の
全
日
電
工
連

総
会
に
お
い
て
課
題
公

表
及
び
選
手
募
集
な
ど

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
選
手
エ
ン
ト
リ
ー
締

切
り
は
、
10
月
20
日
、

第
一
次
締
め
切
り
は
８

月
末
を
予
定
。

②
第
一
種
電
気
工
事
士

免
状
取
得
認
定
基
準
年

数
の
短
縮
に
つ
い
て

　
電
気
工
事
士
実
務
経

験
５
年
の
実
務
経
験
を

３
年
に
短
縮
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
と
国
に

要
望
し
て
い
る
。
し
か

し
国
は
、
期
間
の
短
縮

を
受
け
入
れ
る
状
況
に

は
な
い
た
め
、
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
た

い
。

③
電
気
工
事
士
免
状
更

新
制
度
の
方
向
性
に
つ

い
て

　
免
状
の
更
新
制
度
を

国
に
要
望
し
て
い
る
が

難
色
を
示
し
て
い
る
た

め
、
新
た
な
方
策
を
見

出
し
て
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
た
い
。

④
外
国
人
技
能
実
習
制

度
に
つ
い
て

　
外
国
人
の
電
気
工
事

士
資
格
取
得
は
、
一
定

程
度
の
日
本
語
能
力
が

要
求
さ
れ
る
た
め
、
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。

　
国
に
対
し
て
取
得
要

件
の
緩
和
を
要
求
し
て

い
る
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
、
引
き
続
き
実
現

に
向
け
要
望
し
て
い
き

た
い
。

講演する五十畑氏

委 員 会 名 委　　　　　員
グループウエア
管理委員会

● 平野　喜嗣 佐々木　徹
小笠原哲也

グループウエア
運営委員会

● 小笠原哲也
〇 工藤　幸一 〇 沼崎　昭仁

全国技能競技
大会検討委員
会

● 照井　寛幸 神成　隆一
小笠原哲也 〇 菅野　卓訓

〇 川村　武史
電力委託工事
等検討委員会

● 北田　文人 石川　要司
刈屋　清次 設楽　欣也

調査業務推進
委員会

● 松田　博明 瀬川　忠昭
斉藤　宏年 細川　忠悦
齊藤　幸男

総務統括担当 佐々木　徹 小笠原哲也
●は委員長　〇は理事以外の委員

発　　行　　者
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3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44
電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社
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三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　統括営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。
―これからの豊かさや幸せのために、
　私たちが、はじめたこと。
　それは、あらためて「暮らしの本質」を
　見つめなおすこと。
　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の
　課題を解決しながら、
　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。
　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、
　社会が複雑に変わっても、
　暮らしに大切なものはそう変わらない。
　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、
　かしこくムダのないエコテクノロジーで、
　私たちは、人と社会、地域をつないで、
　これまでにない暮らしのよろこびを
　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、
　あしたをもっと待ち遠しいものに、
　変えていくために。
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日
本
丸
の
船
首
像

　
平
成
二
十
七
年
、
宮

古
港
は
、
１
６
１
１
年

（
慶
長
十
六
年
）
の
慶

長
大
津
波
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
１
６
１
５
年

（
元
和
元
年
）
に
南
部

藩
の
外
港
と
定
め
ら
れ

て
以
来
四
百
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
宮

古
市
で
は
、
四
月
二
十

四
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り

に
多
く
の
行
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
の
一
つ
、
七

月
三
十
日
か
ら
八
月
三

日
ま
で
寄
港
し
た
帆
船

「
日
本
丸
」
に
つ
い
て
、

宮
古
市
と
の
ご
縁
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
二
代
目
で
あ
る
現
在

の
日
本
丸
の
船
首
像

は
、
な
ん
と
、
宮
古
市

八
木
澤
神
社
の
け
や
き

の
木
が
使
わ
れ
て
い
る

の
で
す
！

　
昭
和
五
十
年
、
樹
齢

三
百
年
の
け
や
き
の
御

神
木
が
枯
れ
て
危
険
と

な
っ
た
た
め
に
伐
採

し
、
そ
の
後
運
輸
省
に

売
却
さ
れ
た
も
の
を
使

用
し
て
い
る
の
だ
そ
う

で
す
。

　
「
藍
青
（
ら
ん
じ
ょ

う
）」
と
名
付
け
ら
れ

た
船
首
像
は
、
全
長

二
・
四
ｍ
、
漆
と
金
箔

を
施
さ
れ
、
ア
ク
リ
ル

シ
リ
コ
ン
樹
脂
表
面
加

工
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
形
は
、
手

を
合
わ
せ
て
祈
る
女
性

の
姿
で
、
気
高
く
優
し

さ
の
う
ち
に
凛
々
し
さ

を
秘
め
た
日
本
女
性
を

表
現
し
て
お
り
、
地
球

上
の
全
て
の
生
物
の
生

み
の
親
・
育
て
の
親
で

あ
る
「
わ
だ
つ
み
の
慈

母
」
を
意
味
し
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
合
掌

支部
トピックス

宮古支部

の
姿
は
、
日
本
丸
の
航

海
安
全
と
実
習
生
・
乗

組
員
の
人
生
に
幸
多
か

ら
ん
こ
と
を
祈
っ
て
い

る
と
、
航
海
訓
練
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
伝
え

て
い
ま
す
。

　
初
代
日
本
丸
に
は
唐

草
模
様
が
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
老
朽
化
に

と
も
な
い
、
代
わ
り
の

新
し
い
帆
船
の
建
造
を

機
に
、『
日
本
丸
二
世

と
初
代
海
王
丸
に
船
首

像
を
贈
る
活
動
』
が
全

国
規
模
で
行
わ
れ
、
二

千
点
あ
ま
り
の
デ
ザ
イ

ン
と
、
五
万
六
千
人
以

上
の
方
か
ら
の
ご
寄
附

の
も
と
、
東
京
芸
術
大

学
の
精
鋭
チ
ー
ム
に
よ

っ
て
日
本
初
の
船
首
像

が
創
作
さ
れ
た
の
だ
そ

う
で
す
。

　

原
木
が
御
神
木
の

「
藍
青
」
を
ご
覧
に
な

れ
ば
、
神
々
し
い
ま
で

の
日
本
女
性
の
原
点
を

思
い
出
せ
る
か
も
…

（
次
回
は
釜
石
支
部
）

　
去
る
８
月
22
日
仙
台

市
内
で
平
成
27
年
度
電

気
保
安
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

　

本
県
組
合
関
係
で

は
、
北
上
電
工
㈱
照
井

おめでとうございます

平成27年度
電気保安功労者表彰

本県からは北上電工㈱が受賞

社
長
が
出
席
し
、
長
年

に
わ
た
る
電
気
保
安
に

対
す
る
事
績
が
顕
著
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
関
東
東
北
産
業
保

安
監
督
部
東
北
支
部
長

表
彰
法
人
の
部
で
の
晴

れ
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
で
あ
る
電
気

工
事
業
を
継
続
的
に
適

切
に
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
後
継
者
の
育

成
・
確
保
が
必
要
で
あ

る
。

　
本
県
の
電
気
工
事
業

界
は
、
東
日
本
大
震
災

第
一
種
電
気
工
事
士
資
格
取
得
講
習
会

に
よ
る
本
格
的
な
復
興

事
業
に
加
え
、
岩
手
国

体
関
係
の
施
設
整
備
等

に
よ
り
工
事
量
が
多
い

状
況
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、

電
気
工
事
士
の
有
資
格

者
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。

　
特
に
も
50
代
以
上
の

資
格
取
得
割
合
が
６
割

強
と
高
く
、
逆
に
30
代

以
下
の
第
一
種
電
気
工

事
士
の
割
合
が
２
割
程

度
と
低
い
こ
と
か
ら
育

成
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

　
今
年
も

本
講
習
を

７
月
〜
11

月
に
か
け

て
下
表
の

と
お
り
開

催
し
て
お

り
、
前
年

並
み
の
54

人
が
受
講

し
て
い

る
。

実施主体 受講
者数 内　　容 形　　態 受講料 備　　考

組
合
単
独

組合花巻支部 ９ 学科：6日間
実技：3日間

昼間
９時～４時

有料
有料

組合二戸支部 10 学科：11日間実技：未定
夜間
18時～20時

無料
―
実技講習会の詳細（開
催の有無を含めて）は
現時点では未定

共　
催
組合釜石支部
釜石職業訓練協会 ５ 学科：3日間

実技：2日間
昼間
8時45分～
16時30分

有料
有料

単　
　

独

岩手県立産業技術
短期大学校 30

学科： 6日間 昼間
９時～16時 無料 ①３回に分け実施。②３回とも内容は異なる

実技：２日間 ９時～16時 無料
学科：テキスト等自己

手配
実技：器材等自己手配

受講者数（学科） 54
※岩手県立産業技術短期大学校の受講者は組合員、非組合員の別は不明。

電
気
工
事
士
有
資
格
者
の
育
成
へ

表彰状を受け取る照井氏

花巻会場

釜石会場

二戸会場

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15－ 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15－ 1
  TEL（019）652－ 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

盛岡北営業所 〒020-0125 盛岡市上堂３丁目 9－ 45
  TEL（019）645－ 0990
花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　      

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

盛岡営業所　　盛岡市下飯岡19－21 TEL 019－637－4567
水沢営業所　　奥州市水沢区東中通1－4－1 TEL 0197－24－7184
花巻営業所　　花巻市南城18－1 TEL 0198－24－2447
北上出張所　　北上市柳原2－4－49  シティーライフ柳原1 二号室
  TEL 0197－62－0821

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝
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二戸支部  ８月３日㈪　ユニバース荷渡店　リー
フレット、花火を配布し、「感電装置、避雷器の取付
推進」「災害時の安全対策」のＰＲと相談を実施した。

釜石支部  ８月３日㈪　マストショッピングセ
ンター（大槌町）　リーフレットやうちわ等を配り
ながら、電気の安全使用と節電の協力を呼びかけた。

宮古支部  ７月31日㈮　びはんプラザ店前広場　チラシ、
ティッシュを配布しながら、「電気工事は組合加入の登録（届出）
標識のある工事店で！」、「８月は電気使用安全月間」を呼びかけた。

大船渡支部  ８月３日㈪　マイヤ大船渡インタ
ー店　リーフレット、ティッシュ、うちわ等を配布し、
電気の安全使用、節電や省エネについて呼びかけた。

北上支部  ７月25日㈯　イオン江釣子店、江釣
子ＳＣパル　電気の安全使用、節電、省エネをＰＲ。
チラシ、ボックスティッシュ、花火等を配布しした。

久慈支部  ８月３日㈪　ユニバース久慈ショ
ッピングセンター　リーフレット、うちわ等
を配布し、節電、電気使用安全を呼びかけた。

遠野支部  ８月20日㈭　遠野市内（宮守方面）
　車載スピーカーにより、電気工作物の保安
確保と災害防止、節電推進を呼びかけた。

水沢支部  ８月３日㈪　水沢メイプル前　う
ちわ、ティッシュ、リーフレット等を歩行者等
に配布し、節電と電気使用の安全を呼びかけた。

一関支部  ８月３日㈪　コープ一関コルザ　
正しい電気使用と省エネ利用、たこ足配線防止
を呼びかけるとともに、省エネ商品を説明した。

花巻支部  ８月７日㈮　アルテマルカン桜台
店　電気使用安全月間のリーフレットに、テ
ィッシュ、花火、うちわ等をセットにして配布。

Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア

　
２
０
１
５
in 

岩
手

　
岩
手
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
と
一

般
社
団
法
人
岩
手
県
電
業
協
会
が
主
催

す
る「
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
２
０
１
５
in
岩
手
」

が
８
月
７
日
盛
岡
市
内
で
開
か
れ
た
。

同
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
は
、
全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ

推
進
会
の
支
援
の
も
と
平
成
20
年
か
ら

実
施
、
今
年
で
７
回
目
。

　
慢
性
的
に
人
手
不
足
に
悩
む
電
気
工

事
業
に
お
け
る
業
務
の
一
層
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ

ル
㈱
首
席
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
中
山

五
輪
男
氏
を
講
師
に
、「
電
気
工
事
業

に
お
け
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
効
果
的
活
用
法

に
つ
い
て
」
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
幅
広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
て
い
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
つ
い
て
解

説
、
特
に
電
気
設
備
業
の
現
場
に
お
い

て
、
活
用
次
第
で
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
、
営
業
成
績
ア
ッ
プ
や
業
務
改
善
等

が
期
待
で
き
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
導
入
事
例
映
像
等
も

交
え
、効
果
的
活
用
法
を
詳
し
く
紹
介
。

　
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
の

業
務
改
善
事
例
と
し
て
、
①
現
場
の
確

認
作
業
を
現
場
か
ら
会
社
に
戻
っ
て
入

力
作
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
現
場
で
入

力
、
レ
ポ
ー
ト
分
析
ま
で
を
処
理
し

た
事
例
②
帳
票
の
電
子
化
さ
に
よ
り
、

帳
票
自
体
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
兼
報
告
書
と

な
っ
た
事
例
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
を
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
よ
り
解

消
し
た
事
例
④
現
場
等
で
の
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
に
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
映
像
を
見
な

が
ら
解
決
し
た
事
例
等
の
紹
介
が
行
わ

れ
、
約
70
人
の
参
加
者
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
業
務
改
善
事
例
の
紹
介
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。

盛岡支部  ８月３日㈪　ＪＲ盛岡駅前「滝の
広場」　チラシ、うちわ、花火セット等を配布
し、電気を安全に使用するよう呼びかけた。

釜石支部  ８月３日㈪　マイヤ釜石店（釜石
市）　リーフレットやうちわ等を配りながら、
電気の安全使用と節電の協力を呼びかけた。

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す
　
〜
各
支
部
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
〜

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力１０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
岩手県支部／ 北上市上江釣子２地割５番地　TEL 0197-77-2546　FAX 0197-77-2527
連　絡　所／ 盛 岡 市☎ 019-687-1762 奥州市☎ 0197-25-4683 一関市☎ 0191-21-1084
 大船渡市☎ 0192-27-1855 釜石市☎ 0193-23-1460 宮古市☎ 0193-67-2138
 久 慈 市☎ 0194-55-3045 二戸市☎ 0195-25-5805 花巻市☎ 0198-45-3304

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・八戸・青森・秋田・仙台・石巻

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品
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大
船
渡
地
区
を
対
象

と
し
た
建
設
業
地
域
懇

談
会
が
９
月
７
日
大
船

渡
地
区
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岩
手
県
か
ら
及
川

隆
県
土
整
備
部
河
川
港

湾
担
当
技
監
他
５
名
、

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
か

ら
４
名
、
建
設
業
界
か

ら
は
７
名
の
出
席
で
し

た
。

　
地
域
懇
談
会
の
出
席

は
今
年
で
３
回
目
で

す
。
懇
談
会
の
内
容
、

雰
囲
気
等
も
わ
か
り
あ

る
程
度
楽
し
み
な
部
分

も
あ
り
ま
し
た
。

　
建
設
業
界
か
ら
の
意

見
、
質
問
等
に
岩
手
県

の
方
々
は
、
担
当
を
分

け
て
丁
寧
に
わ
か
り
や

●
大
船
渡
支
部
　
支
部
長　
伊　
藤　
壽
太
郎

す
く
答
え
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
３
年
間
同

じ
よ
う
な
意
見
、
質
問

が
出
さ
れ
ま
す
が
、
私

は
こ
れ
が
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま

す
、
再
三
要
望
す
る
事

も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
建
設
業
界
青
年
部
か

ら
は
、
な
か
な
か
地
域

セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
が
無
く
、
現

場
等
で
苦
慮
す
る
こ
と

が
あ
り
、
担
当
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
機
会
を
希
望

し
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
建
設
業
支
部
長
か

ら
も
あ
る
時
期
ま
で
そ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
り

大
変
有
意
義
だ
っ
た
の

で
、
親
会
と
し
て
も
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
い
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
県
の
担
当
者
か
ら

は
前
向
き
な
方
向
で
検

討
し
た
い
と
の
意
向
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
非
常

に
前
進
だ
と
思
い
ま
す
。

　
被
災
地
域
の
復
興
事

業
が
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
数
年
後
工
事

量
が
激
減
す
る
だ
ろ
う

と
誰
し
も
思
っ
て
い
ま

す
。
岩
手
県
も
そ
れ
に

向
け
て
工
事
量
だ
け
で

な
く
、入
札
の
改
善（
低

入
札
等
）、
管
理
資
料

の
見
直
し
、
設
計
・
積

算
の
精
度
の
向
上
な
ど

の
改
善
、
又
、
私
た
ち

も
（
電
気
業
界
）
対
応

す
べ
く
、
技
術
向
上
、

資
格
試
験
の
取
得
、
技

術
者
の
確
保
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
る
と
思
い

　
宮
古
地
区
・
岩
泉
地

区
の
建
設
業
地
域
懇
談

会
が
９
月
８
日
午
前
に

は
宮
古
地
区
合
同
庁

舎
、
午
後
に
岩
泉
合
同

庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岩
手
県
か
ら
及
川

隆
県
土
整
備
部
河
川
港

湾
担
当
技
監
他
７
名
、

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
か

ら
５
名
（
岩
泉
４
名
）、

建
設
業
界
か
ら
は
８
名

（
岩
泉
９
名
）
の
出
席

で
し
た
。

　
電
業
協
会
か
ら
は
、

再
三
要
望
し
て
い
る
予

定
価
格
の
事
前
公
表
廃

止
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
例
年
と
違
う
と
思

っ
た
の
は
、
岩
手
県
の

方
か
ら
事
前
公
表
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
細
か
く
答
え
て
頂
い

た
こ
と
で
す
。

　

建
設
業
協
会
か
ら

は
、
復
興
後
の
地
元
優

先
発
注
の
件
で
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手

県
の
方
か
ら
は
、
予
算

規
模
や
状
況
を
見
て
地

域
要
件
や
総
合
評
価
等

を
有
効
に
活
用
す
る
と

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
少
し

安
心
し
た
よ
う
で
し

た
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
件
も
、
変
更
点
を
を

解
り
や
す
く
丁
寧
に
答

え
て
い
た
だ
い
た
と
感

じ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
各
地

区
の
各
業
種
の
今
現
在

の
意
見
と
状
況
が
話
さ

れ
、
岩
手
県
の
方
か
ら

も
、
過
去
の
経
緯
と
こ

れ
か
ら
こ
う
し
た
い
と

い
う
情
報
も
聞
け
た
と

思
い
ま
し
た
。

　
全
体
的
に
、
両
懇
談

会
共
、
終
始
良
い
雰
囲

気
だ
っ
た
と
思
い
ま

　
東
北
の
社
会
資
本
整

備
を
考
え
る
会
主
催
の

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
が
ん

ば
ろ
う
！
東
北
」
が
７

月
15
日
㈬
仙
台
市
の
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
出
席
し
て
き

ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら

４
年
が
経
過
し
、「
集

中
復
興
期
間
」
の
最
終

年
に
あ
た
る
本
年
は
今

後
５
年
間
を
見
据
え
た

非
常
に
重
要
な
年
と
い

う
こ
と
で
、
村
井
宮
城

県
知
事
他
の
ご
来
賓
挨

拶
の
後
、
２
名
の
意
見

発
表
、
基
調
講
演
、
決

議
（
案
）
の
要
望
採
択

と
い
う
次
第
で
し
た
。

基
調
講
演
は
地
元
宮
城

県
出
身
の
衆
議
院
議

員
、国
土
交
通
副
大
臣
、

復
興
副
大
臣
の
西
村
明

宏
氏
よ
り
〝
東
北
の
復

興
と
地
方
創
生
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
〞
と
題
し
て

話
が
あ
り
ま
し
た
。
復

興
４
年
間
の
現
状
と
課

題
、
被
災
道
路
、
被
災

鉄
道
、
復
興
支
援
道
路

に
つ
い
て
。
復
興
加
速

化
会
議
に
よ
る
現
場
状

況
の
把
握
と
迅
速
な
施

工
確
保
対
策
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
引

き
上
げ
、
建
設
業
の
総

合
的
な
人
材
確
保
・
育

成
対
策
に
つ
い
て
。
そ

の
他
、
火
山
防
災
、
観

光
立
国
、
小
さ
な
拠
点

を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
等
々
の

幅
広
い
話
が
あ
り
、
た

い
へ
ん
意
義
深
い
大
会

で
し
た
。
そ
れ
が
実
現

し
て
い
く
こ
と
を
見
極

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
７
月
30
日
㈭
平
成
27

年
度
東
北
６
県
電
業
協

会
役
員
懇
談
会
が
、
仙

台
市
奥
州
秋
保
温
泉

「
蘭
亭
」
に
て
開
催
さ

れ
、
工
藤
顧
問
と
共
に

出
席
し
て
き
ま
し
た
。

宮
城
県
電
業
協
会
会
長

の
主
催
者
代
表
挨
拶
の

後
、
各
県
電
業
協
会
の

代
表
が
協
会
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
挨
拶
を

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、

１
．
人
材
の
育
成
、
確

保
に
つ
い
て
（
技
能
者

不
足
）。
２
．
適
正
な

価
格
適
正
な
工
期
で
の

受
注
確
保
・
健
全
公
正

な
競
争
市
場
の
構
築
。

３
．
Ｃ
Ｐ
Ｄ
講
習
の
活

用
に
つ
い
て
、
の
３
テ

ー
マ
に
各
県
の
代
表
者

が
各
々
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
言
を
し
、
そ

の
後
は
出
席
者
全
員
で

自
由
討
議
で
し
た
。

　
テ
ー
マ
１
で
は
、
福

島
県
は
工
業
高
校
の
高

校
生
に
対
す
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
だ
け
で
は

な
く
、
対
象
を
中
学
生

に
も
向
け
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
テ

ー
マ
で
は
若
手
労
働
者

が
定
着
し
な
い
、
募
集

し
て
も
来
な
い
等
の
各

県
共
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
共
有
し
て
い
た
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。
若

年
者
の
定
着
に
は
、
年

代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
努
力
を
す
る
。
資

格
取
得
に
団
体
と
し
て

も
っ
と
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
は
と
い
う
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
２
で
は
、
工

期
の
遅
れ
の
経
費
の
増

大
分
を
話
し
合
い
に
持

ち
込
み
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら

出
し
て
も
ら
っ
た
等
々

の
話
が
宮
城
県
の
大
手

工
事
会
社
か
ら
出
て
い

た
が
、
そ
の
他
の
各
県

共
、
大
方
が
工
期
の
遅

れ
の
増
大
分
を
請
求
で

き
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。そ
の
他
に
、

当
岩
手
県
電
業
協
会
で

は
、
低
入
札
へ
の
罰
則

強
化
と
対
策
を
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
３
で
は
、
Ｃ

Ｐ
Ｄ
（
継
続
教
育
）
に

つ
い
て
、
電
気
設
備
工

事
で
実
施
し
て
い
る
の

は
、
宮
城
県
と
福
島
県

だ
け
で
、
両
県
共
総
合

評
価
方
式
の
入
札
に
お

い
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
を
加
点

評
価
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
当
岩
手

県
に
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｐ

Ｄ
運
営
団
体
を
検
討

し
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
県
当
局
と

協
議
を
し
て
実
現
を
計

っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　

会 

長 

所 

感

　
　
　
　（
一
社
）
岩
手
県
電
業
協
会
会
長
　
松
　
橋
　
武
　
志

建
設
業
地
域
懇
談
会
　
各
地
で
開
催

　
平
成
27
年
度
第
45
回

通
常
総
会
に
お
い
て
一

般
社
団
法
人
岩
手
県
電

業
協
会
副
会
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
佐
々
木

勝
で
す
。

　
前
三
役
の
方
々
の
後

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

り
、
大
変
緊
張
し
て
お

り
ま
す
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か

ら
、
四
年
六
カ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
震
災
直

後
に
県
内
全
域
の
会
員

様
か
ら
、
沿
岸
地
域
に

ま
し
た
。

　副会長就任に
　　　　あたって

佐々木　 勝　　　

い
た
だ
き
ま
し
た
各
種

ご
支
援
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
復
興
工
事
も
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
で
す
が
、
今

後
も
協
会
員
の
方
々
に

も
、
ご
協
力
い
た
だ
く

事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
は
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

佐々木　 勝　　　

大船渡地区での懇談会

宮古地区での懇談会

す
。

　
懇
談
し
て
改
め
て
感

じ
た
の
は
、
雇
用
の
確

保
・
人
材
育
成
・
資
格

取
得
を
会
社
と
し
て
継

続
的
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

　
二
十
七
年
度
も
電
業

協
会
で
は
各
種
事
業

（
公
益
目
的
事
業
の
企

画
運
営
や
労
務
単
価
の

動
向
。
研
修
会
や
講
習

会
）
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
し
、
若
手
労
働
者

へ
の
雇
用
確
保
と
技
術

継
承
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

●
宮
古
支
部
　
支
部
長　
佐
々
木　

 

勝

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
電
気

工
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
も
日
々
変
化
し
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
変
化
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
も
、
会
員
各
位

の
引
き
続
き
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り
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